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【校章】 新潟県立高田農業高等学校

【地図】

【全日制課程・学年制】
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学 科 （１年）農業科　（２・３年）生物資源科・食品科学科・農業土木科

所 在 地
943 0836

上越市東城町1丁目4番41号

Ｔ Ｅ Ｌ 025-524-2260 ＦＡＸ 025-526-5852

Ｅ ﾒ ｰ ﾙ 公表していません

【校舎写真】

Ｕ Ｒ Ｌ http://www.takadan-h.nein.ed.jp

学校規模

5月1日

現在

生徒数
１年 ２年 ３年 計

161 156 153 470

4 4 4 12

創 立 1899 （明治32）

学級数
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【地域に根ざした魅力ある農業教育を実践し、地域産業に貢献する人材を育成する学校】

・地域に根ざし、視野の広い、魅力ある農業教育をとおして、学力の向上、技術の習得、勤労の尊さ、豊かな心と創造する

　力を育む。

・「新潟県農業教育の草分け」として創立された学校として、本県農業教育の発展と地域産業の振興に貢献する人材を育成

　する。

・農業実践をとおして自然に向き合う感性、ＩＣＴを活用する力を身に付けた人材を育成し、これからの新しい様式の農業

　や社会づくりに貢献する。
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①農業に関する体験的な学習をとおして、基礎的・基盤的知識や技術の習得を行います。

②農業の実験・実習をとおして、主体的に取り組み地域貢献につながる学習を行います。

③各教科との横断的な学びや地域社会と協働した学びにより、探究的な学びに取り組みます。

④ＩＣＴを活用したスマート農業やＧＡＰ認証の取り組みによる学習を行います。

⑤学科に関連する企業と連携し、農業及び地域理解を深めるための現場見学や実習を行います。

学
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の

特

色

　１年生は、全員が共通の科目（芸術選択を除く）を学習します。同時に全てのコースをローテーションで学習し、

　個々の興味・関心・希望進路に応じてコースを選択して、２年生からは、専門的な内容を学習します。

【学科・コース】

（１）生物資源科（農業生産、畜産科学、草花園芸、森林資源コース）

（２）食品科学科（食品加工、栄養科学コース）

（３）農業土木科（水利科学、測量設計コース）

【取得可能な資格】

　●生物資源科：日本農業技術検定、危険物取扱者、技能講習（玉掛け、小型フォークリフト、チェンソー等）

　●食品科学科：危険物取扱者、一般毒物劇物取扱者、２級ボイラー技士、食生活アドバイザー

　●農業土木科：測量士補、２級土木施工管理技術検定、小型車両系建設機械　　　　　　　　　　　　　　　など

【文部科学省事業】

　令和６年度高等学校等デジタル人材育成支援事業（高等学校DX加速化推進事業）

校時(通常時)

分始業

時間 分放課

より詳細な情報については、学校のホームページをご覧ください。

生徒会費（9,000円）・農業クラブ会費（2,500円）・スキー授業・修学旅行・アルバム費用等（140,000円）

PTA会費・PTA安全互助会費（4,580円）卒業生会費（1,000円）教材費等（58,000円）

入学料 5,650円　　授業料 9,900円[月額]※就学支援金の支給対象となった場合は授業料が減免となります。
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専門学校進学者数 65 その他 0
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金

卒業者数 154 人中
大学等進学者数 9 就職者数

＊上記の金額は、昨年度の１年生の実績額です。

進路状況

(R6.3月卒)
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運動部
野球・剣道・バレーボール・バスケットボール（男・女）柔道・陸上競技・登山・卓球・バドミントン・相

撲・空手道・ソフトボール・テニス同好会

文化部 書道・測量・生活文化・茶道・文芸


